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５
月
行
事
予
定
表

25

133

｡

20

27

45
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”

木�

家
庭
訪
問(

１
年) 

三
者
面
談(

２･

３
年)

⑥

 

　
　
分
授
業
④
⑤
⑥
Ｌ
Ｈ
Ｒ

　 

尿
検
査
１
次
脱
漏
者

金�

家
庭
訪
問(

１
年) 

三
者
面
談(

２･

３
年)

⑦

　 

　
分
授
業
③
④

　 

Ｐ
Ｔ
Ａ
新
旧
評
議
員
会

土�

憲
法
記
念
日

日�

み
ど
り
の
日

月�

こ
ど
も
の
日

火�

振
替
休
日

水�

全
校
朝
礼
（
服
装
容
疑
検
査
）   

　

　 

学
校
開
放
日
（
７
日 

～ 

９
日
）
　

木�金�

心
電
図
脱
漏
（
医
療
機
関
）

土�日�月�

●
中
間
考
査
　
Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会

火�

●
中
間
考
査

水�

●
中
間
考
査
　
避
難
訓
練

 

　
高
校
総
体
壮
行
会
　 

～

木�

生
徒
総
会
（
７
限
カ
ッ
ト
）

 

　
１
年
朝
課
外
開
始

 

　
尿
検
査
２
次

金�

尿
検
査
２
次  

交
通
安
全
の
日

土�

土
曜
課
外(

全
普)

日�

開
陽
ス
ク
ー
リ
ン
グ

月�

Ｓ
Ｈ
Ｒ

　 

い
じ
め
を
考
え
る
週
間 

～ 

　
日

火�

い
じ
め
問
題
を
考
え
る
Ｌ
Ｈ
Ｒ

　 

　
分
授
業

水�

歯
科
検
診
　
～

　 

文
化
祭
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

　 

教
育
相
談
（
１
年
）
～
　 

日

木�

Ｐ
Ｔ
Ａ
総
会
事
後
説
明
会

金�

月
曜
校
時

土�日�

開
陽
ス
ク
ー
リ
ン
グ

月�

学
年
朝
礼

火�

教
育
相
談
最
終
日

水�

結
核
検
診
（
１
年
・
職
員) 

　
～

木�

特
別
時
間
割
①

　 

沖
高
立
志
塾
（
１
年
生
総
学
講
演
）

金�

特
別
時
間
割
②
（
６
月
２
日
ま
で
）

　 

教
育
実
習
打
ち
合
わ
せ

土

第
　 

回
入
学
式 

 

部
活
動
紹
介(

４
月
　 

日)

　
名
が
新
た
な
決
意
で
出
発

- 19

 

３
年
１
組
紹
介

12:45

1/28

16

62

36

 

「
ま
ぁ
、
い
い
っか
」は
や
め
よ
う

12

92

26

｡

｡

｡

-
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今
春
赴
任
し
て
き
た
私
が
一
番
驚
い
た
の

は
、
原
付
通
学
生
の
多
さ
で
あ
る
。
前
任
校

で
は
一
部
の
生
徒
に
原
付
通
学
を
認
め
て
は

い
た
が
、
本
校
の
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
の
生
徒

が
原
付
通
学
を
し
て
い
る
状
況
で
は
、
諸
君

の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
交
通
指
導
も
力
の

限
り
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

 
 

早
速
、
交
通
違
反
や
事
故
の
指
導
を
行
っ

た
が
、
生
徒
た
ち
は
「
こ
れ
く
ら
い
だ
っ
た

ら
い
い
だ
ろ
う
」
と
思
っ
て
い
た
よ
う
だ
。

こ
の
よ
う
な
甘
い
考
え
で
、
原
付
を
運
転
し

て
も
ら
っ
て
は
困
る
。
死
に
つ
な
が
る
原
付

の
運
転
に
「
ま
ぁ
い
い
っ
か
」
と
い
う
考
え

47

45

27

 

①
【
職
員
自
己
評
価
の
分
析
と
今
後
の
課
題
】

　
７
月
の
中
間
報
告
と
比
べ
て
各
項
目
で
改
善

が
見
ら
れ
る
。
学
校
の
教
育
目
標
を
常
に
意
識

し
な
が
ら
行
動
す
る
必
要
が
あ
る
一
方
、
「
校

務
分
掌
」
で
は
、
全
て
の
項
目
で
Ａ
評
価
と
な

っ
て
お
り
、
各
職
員
が
協
力
し
合
っ
て
活
動
で

き
て
い
る
。
教
科
指
導
や
性
教
育
な
ど
Ｂ
評
価

の
項
目
も
あ
り
、
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

②
【
生
徒
自
己
評
価
の
分
析
と
今
後
の
課
題
】

　
前
回
は
「
授
業
で
分
か
ら
な
い
こ
と
に
つ
い

て
よ
く
教
師
に
質
問
す
る
」
と
い
う
項
目
が
、

Ｄ
評
価
と
な
っ
て
い
た
。
今
回
は
Ｃ
評
価
と
な

り
若
干
改
善
し
た
。
教
師
と
生
徒
の
信
頼
関
係

を
高
め
、
よ
り
生
徒
が
質
問
し
や
す
い
環
境
作

り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

③
【
保
護
者
評
価
の
分
析
と
今
後
の
課
題
】

「
子
ど
も
の
学
力
が
正
し
く
評
価
さ
れ
て
い
る
」

の
項
目
で
Ａ
評
価
が
　
人
。
「
子
ど
も
が
学
習

内
容
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
る
」
は
Ｄ
評
価

が
　
人
。
「
家
庭
と
学
校
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
き
ち
ん
と
と
れ
、
学
校
か
ら
の
連
絡

や
配
布
物
が
確
実
に
届
い
て
い
る
」
は
Ｄ
評
価

が
　
人
い
る
こ
と
か
ら
、
家
庭
と
学
校
の
連
携

を
さ
ら
に
深
め
、
生
徒
が
前
向
き
に
学
習
に
取

り
組
む
よ
う
に
働
き
か
け
る
必
要
が
あ
る
。
教

師
側
に
求
め
ら
れ
る
も
の
は
、
生
徒
が
自
ら
主

体
的
に
学
ぶ
気
持
ち
を
ど
う
育
成
す
る
か
が
今

後
の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

『
国
公
立
大
学
』

　
・
鹿
児
島
大
学
（
人
文
・
経
済
過

・
教
育
過

）

　
・
琉
球
大
学
（
工
）
・
名
桜
大
学
（
看
護
）

　
・
長
崎
県
立
大
学
（
経
済
）

　
・
宮
崎
県
立
看
護
大
学
（
看
護
）

　
・
北
九
州
市
立
大
学
（
文
）

『
概
要
』

  

・
大
学
進
学
者
数
（
　
）

  

・
短
期
大
学
進
学
者
数
（
　
）

  

・
専
門
学
校
等
進
学
者
数
（
　
）

    

　
内
医
療
系
（
看
護
５･

理
学
２･

他
２
）

  

・
就
職
者
（
　
）

  

　
　
自
衛
隊
（
一
般
曹
候
補
２
・
自
衛
官
２
）

  

　
　
企
業
等
（
県
内
６
・
関
西
３
・
他
１
）   

※
今
春
の
結
果
は
、
本
校
生
に
と
っ
て
厳
し
い

　
結
果
と
な
っ
た
。
１
年
次
か
ら
目
標
を
持
ち

　
学
力
向
上
に
努
め
、
３
年
で
は
早
く
受
験
に

　
専
念
し
て｢

集
中
力
×
時
間｣

で
粘
り
強
く
頑

　
張
り
抜
く
こ
と
が
進
路
実
現
に
つ
な
が
る
。

10

km

km

　
私
た
ち
は
男
子   

名

女
子  

名
の
計   

名
で

担
任
の
太
田
先
生(

英

語)

、
副
担
任
の
前
田

先
生(

地
理)

・
大
薗
先

生(

数
学)

の
ご
指
導
の

も
と
、
日
々
勉
学
と
部

活
動
に
励
ん
で
い
る
。

   

気
が
付
け
ば
、
高
校

生
活
の
３
分
の
２
が
過

ぎ
去
り
、
私
た
ち
は
受

験
生
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

が
第
一
志
望
合
格
へ
向

け
て
、
歩
み
を
進
め
て

い
る
。
新
学
期
に
な
り
一
ヶ
月
が
経
っ
た
が
、

ク
ラ
ス
内
の
雰
囲
気
も
良
く
、
ス
キ
マ
時
間
を

活
用
す
る
な
ど
、
受
験
生
と
し
て
自
覚
が
現
れ

て
き
た
。
ま
た
部
活
動
で
は
、
高
校
生
活
の
集

大
成
を
飾
る
べ
く
、
残
さ
れ
た
時
間
を
大
切
に

し
て
、
練
習
に
打
ち
込
ん
で
い
る
。

 
 

受
験
生
と
な
っ
た
今
、
私
た
ち
に
と
っ
て
の

ゴ
ー
ル
は
入
試
で
あ
る
。
入
試
問
題
を
大
学
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
し
て
受
け
止
め
、
皆
と
共

に
読
み
解
い
て
い
き
た
い
。

67

45

16

105

23

16

30

105
17

12

18

14

28

18

10

81

35

「せりよさ」は沖永良部島の古名

 (

委
員
長 

安
田
浩
幸)

　
交
通
指
導
係
　
大
迫 

剛
士

は
絶
対
に
し
な
い
で
い
た
だ
き
た
い
。
皆
さ
ん

は
ま
だ
ま
だ
人
生
経
験
が
少
な
い
の
で
、
事
故

の
怖
さ
を
知
ら
ず
に
、
勝
手
な
判
断
で
他
人
を

傷
つ
け
た
り
、
自
分
自
身
の
命
を
失
っ
て
し
ま

う
か
も
し
れ
な
い
。

 
 

諸
君
も
無
事
故
無
違
反
継
続
日
数
を
増
や
す

こ
と
を
意
識
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
何
よ
り
も

皆
さ
ん
が
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
り
、
事

故
で
命
を
落
と
す
こ
と
が
絶
対
に
な
い
よ
う
に

し
た
い
。
自
分
の
命
は
自
分
だ
け
で
な
く
自
分

の
周
り
の
た

く
さ
ん
の
人

の
想
い
が
あ

る
こ
と
を
忘

れ
な
い
よ
う

に
。

国
公
立
大
学
８
名
合
格(

含
過
年
度
２)

 

平
成
　 

年
度
進
路
状
況

25

11

14

43

16

14

11

 

転
入
者
紹
介

�

　 

　
教
　
頭
　
　
橋
　
野
　
勝
　
利
（
加
　
治
　
木
）

 

　
　
国
　
語
　
　
垣
　
内
　
　
　
彩
（
加
　
世
　
田
）

 

　
　
数
　
学
　
　
大
　
薗
　
典
　
子
（
鹿
児
島
中
央
）

 

　
　
　
〃
　
　
　
大
　
迫
　
剛
　
士
（
国 

分 

中 

央
）

 

　
　
音
　
楽
　
　
小
　
林
　
由
布
子
（
野 
田 

女 

子
）

 

　
　
書
　
道
　
　
水
　
口
　
昌
　
紀
（
有 
田 
中 

央
）

　 

　
英
　
語
　
　
大
　
谷
　
航
　
介
（
鹿 

児 
島 
東
）

　
　 

商
　
業
　
　
真
　
子
　
る
　
み
（
鹿
児
島
女
子
）

　 

　
　
〃
　
　
　
吉
　
松
　
優
　
一
（
長
崎
大
経
済
）

　
　 

実
習
助
　
　
堀
之
内
　
勇
　
太
（
与
　
　
　
論
）

　 

　
校
務
補
　
　
石
　
井
　
静
　
香
（
和
　
泊
　
町
）

　
　 

　
〃
　
　
　
福
　
山
　
　
　
進
（
　
　
〃
　
　
）

　
　 

図
書
補
　
　
勝
　
間
　
千
　
明
（
知
　
名
　
町
）

　
４
月
７
日
の
武
道
館
で
の
始
業
式
に
続
い

て
、
翌
８
日
は
「
あ
し
び
の
郷
・
ち
な
」
で

両
町
か
ら
多
数
の
来
賓
の
ご
臨
席
の
も
と
、

入
学
式
が
盛
大
に
挙
行
さ
れ
た
。
普
通
科
　

名
、
商
業
科
　
名
の
計
　
名
が
、
厳
か
な
緊

張
感
の
も
と
担
任
に
先
導
さ
れ
て
笑
顔
で
会

場
に
入
場
し
た
。

　
新
入
生
を
代
表
し

て
、
普
通
科
の
宮
内

雅
也
君
（
和
泊
中
出

身
）
が
「
勉
学
に
励

み
生
徒
と
し
て
の
本

分
に
反
し
な
い
」
と

元
気
よ
く
宣
誓
し
、

福
迫
校
長
は
「
『
人

は
す
べ
て
自
分
の
模

範
と
な
る
』
と
い
う
言
葉
通
り
、
ど
ん
な
人

か
ら
も
必
ず
学
ぶ
こ
と
が
あ
る
。
す
べ
て
の

出
会
い
を
プ
ラ
ス
に
捉
え
、
よ
い
出
会
い
に

し
て
欲
し
い
」
と
式
辞
を
述
べ
た
。
平 

勝
美

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は
「
離
陸
に
は
向
か
い
風
が
必

要
だ
。
不
安
や
悔
し
さ
で
眠
れ
な
い
夜
が
あ

っ
て
も
、
大
空
に
羽
ば
た
こ
う
と
す
る
大
切

な
一
瞬
で
あ
る
。
来
た
る
べ
き
離
陸
に
向
け

て
、
ま
っ
す
ぐ
に
風
を
受
け
と
め
よ
う
」
と

励
ま
し
た
。
両
町
を
代
表
し
て
伊
地
知
実
利

和
泊
町
長
は
「
一
つ
一
つ
の
困
難
に
打
ち
勝

つ
経
験
が
自
分
自
身
を
磨
き
上
げ
て
く
れ
る
。

と
こ
と
ん
悩
み
、
考
え
抜
き
、
突
き
詰
め
て

将
来
の
夢
を
見
つ
け
て
欲
し
い
」
と
述
べ
た
。

最
後
に
中
学
校
を
代
表
し
て
前
田
浩
之
田
皆

中
校
長
が
『
失
敗
で
止
め
る
か
ら
失
敗
な
の

だ
。
成
功
す
る
ま
で
や
れ
ば
い
い
』
い
う
言

葉
を
例
に
あ
げ
て
、
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ

と
か
ら
全
て
は
始
ま
る
。
た
く
さ
ん
の
こ
と

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
。
こ
れ
か
ら
の
３
年

間
は
無
限
の
選
択
肢

の
中
か
ら
自
分
を
生

か
す
道
を
選
ぶ
た
め

に
あ
る
の
だ
」
と
力

強
く
激
励
し
た
。
新

入
生
は
、
在
校
生
の

校
歌
に
励
ま
さ
れ
、

高
校
生
活
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
た
。
　

13:30

101

105

20

98

66

  

沖
高
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
、
陸
上
、
男

女
バ
ス
ケ
ッ
ト
、
男
女
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
空

手
道
、
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、
男
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

弓
道
、
エ
イ
サ
ー
、
書
道
、
吹
奏
楽
、
ボ
ク

シ
ン
グ
の
　
の
部
が
活
動
し
て
い
る
。

　
各
部
は
新
入
生
の
勧
誘
に
向
け
て
、
ビ
デ

オ
を
使
っ
て
練
習
内
容
を
放
映
し
た
り
、
実

際
に
実
演
す
る
な
ど
、
趣
向
を

凝
ら
し
た
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を

繰
り
広
げ
た
。
真
剣
な
練
習
中

の
先
輩
た
ち
と
は
ひ
と
味
違
う

魅
力
も
見
ら
れ
、
新
入
生
に
と

っ
て
は
、
部
活
動
選
択
の
参
考

に
な
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
部
活

動
に
青
春
を
燃
や
し
、
沖
高
生

活
を
有
意
義
に
過
ご
し
て
も
ら

い
た
い
。

11

8:55

 
平
成 

　
年
度
学
校
評
価
に
つ
い
て

25

詳
し
く
は
Ｈ
Ｐ
に
掲
載

98


